
■ADB作動イメージ

ハイビーム照射範囲

　KOITOは、｢光｣を基本テーマとして顧客ニーズを創造し、社会の進歩発展に貢献することを企業理念としています。｢交通事故
低減｣と｢持続可能な社会に貢献する技術開発｣をマテリアリティ（優先課題）の一つと定め、企業メッセージ｢安全を光に託して｣
のもと、安全･安心なクルマ社会の実現に向けた製品開発を行っています。
　LEDヘッドランプやADBの更なる性能向上を目指すとともに、先進運転支援システム（ADAS）・自動運転に対応した次世代ラ
ンプや各種センサ（LiDAR･カメラ等）の研究開発も行っています。
　今後も、KOITOグループの技術を活用した安全かつ高品質な製品･サービスの開発･提供を通じて、クルマ社会の安全･安心に
貢献していきます。

安全･安心に貢献する技術･製品開発

ハイビームで防げる死亡事故がある
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■光源の進化
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　KOITOはクルマの安全な夜間走行のため、より明るく、遠方を照
射するヘッドランプの提供を目指し、高出力･高性能な光源の開発
に取り組んできました。
　LEDヘッドランプはKOITOの主力製品であり、明るく、瞬時に点
灯し、昼間色に近い光であるため、ドライバーの夜間の視界確保に
寄与します。KOITOでは、更に遠方視認性を改善するレーザーヘッド
ランプの開発にも取り組んでいます。

●LEDヘッドランプ

　ハイビームの配光パターンを自動制御し、先行車や対向車へ眩し
さを与えることなく、常にハイビームでの走行を可能にし、ドライ
バーの前方視界を良好に保つADBを実用化しています。
　また、夜間走行の更なる安全性向上を目指し、より微細な配光制
御を実現するADBの研究開発も進めています。

●配光可変ヘッドランプ(ADB：Adaptive Driving Beam)

　日本の交通事故死亡者数は年間約3,000人。中でも17～19
時台(薄暮時間帯)の死亡事故が最も多く、特に｢自動車対歩行
者｣の事故は昼間と比べると2～4倍にもなります。このことは、
ドライバーの視認性の悪化が歩行者との交通事故を引き起こす
一因となっていると推察されます。更に｢自動車対歩行者｣の
死亡事故の発生状況を分析した結果、自動車がハイビームを活用
していれば回避できた可能性の高いものが、相当数を占めると
いう調査結果もあります。
　より遠方から歩行者の視認を可能にするハイビームは、周囲
が暗い走行環境において交通事故の防止に効果的です。
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■「自動車×歩行者」死亡事故の時間帯別件数
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■衝突回避の可能性が低い事故
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■衝突回避できた可能性が高い事故

※警察庁発表資料「ハイビームの上手な活用で夜間の歩行者事故防止」を基に作成
　https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/anzen/highbeam.html

■ハイビームによる衝突回避可能性

計225（件）

　KOITOでは、国際規格であるISO9001、IATF16949に
基づいた品質マネジメントシステムを構築し、円滑な運用を
行っています。
　品質保証部長を委員長とする｢内部品質監査｣を年1回以
上開催し、KOITOグループ全体の品質管理に関する事項の
意思決定や、品質管理状況をモニタリングしています。
　取り組みの進捗状況は、品質部門担当役員を通じて取締
役会･常務会に報告され、経営層のモニタリングによる管理
体制の強化を図っています。品質試験･評価の結果、不具合
が見つかった場合等は、迅速に原因を究明し、再発防止を図
るよう、体制を整備しています。

　海外関係会社を含むISO9001もしくはIATF16949の認
証取得事業所の一覧は、右表の通りです。
　今後も、品質マネジメントシステムの構築を通じて、
各関係会社･各部門におけるPDCAサイクルを徹底し、製品
安全や品質の確保に努めていきます。

　KOITOでは、新入社員･管理監督者などを対象とした職階別教育において、品質
教育を実施しています。また、設計･開発の技術者を対象に｢SQC(統計的品質管理)
の教育｣を実施し、品質管理に関する知識の向上に努めています。
　また、QCサークル活動や改善事例発表会(FQC大会、スタッフQC大会)等を実施し、
品質の向上や改善に日々取り組んでいます。
　今後も、更なる品質向上を図るべく、研修･教育など、活動充実を図っていきます。

■ スタッフQC大会（2019年）
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■品質認証取得
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■品質マネジメントシステム

　KOITOグループは、｢小糸グループ行動憲章｣において｢安全かつ高品質な製品･サービスを開発、提供し、お客様の満足
と信頼を獲得する｣とともに、｢製品の品質向上｣をマテリアリティ（優先課題）の一つと定め、品質の確保･向上に向け、お客
様第一の製品づくりに努めています。
　また、品質マネジメントシステム（QMS：Quality Management System）においては、開発から生産までのあらゆる部門が、
品質レベルを維持･管理するマネジメントシステムを運用しています。
　今後も、それぞれの国や地域の状況にあわせた活動を展開し、品質の維持･向上を通じて、持続可能な社会の実現に貢献
していきます。

品質･製品安全

品質活動の推進体制

品質マネジメントシステム認証取得

品質向上への取り組み

安全･安心への取り組み

本誌P.18～19の成長戦略ページをご覧ください。
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